
３　過去１０年間の市民税収入の推移（納税義務者）

　65歳以上人口の伸びと同じくして、普通徴収納税義務者が増加しています。まさしく給与所得者が
年金所得者に転じていることを表しています。

　一人あたりの税額は、納税義務者の区分なく年々減ってきていましたが、17年度以降は回復の兆し
の見えた景気や税制改正などの影響により、増となっています。

　18年度は、非課税基準の見直しなどの税制改正によって普通徴収納税義務者が増加しています。
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普通徴収 104,175 107,136 98,003 95,919 86,987 86,120 84,330 80,898 76,747 80,902 86,992 

特別徴収 188,220 208,746 196,491 183,445 174,754 173,405 172,712 166,792 156,933 159,680 170,822 

納税義務者計 158,094 171,388 160,074 150,825 141,546 139,573 137,126 131,784 123,719 126,718 133,470 
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